埼玉県立自然の博物館学校への講師の派遣及び物品等の貸出しに関する要項
　　　　　　　　　　令和５年２月２８日館長決裁
　（趣旨）
第１条　この要項は、埼玉県立自然の博物館が博物館の持つ専門的な知識や能力、資料等を広く提供するため、学校（保育園、こども園を含み、大学、高等専門学校を除く。以下「学校」という。）からの依頼により行う講師派遣並びに教育用資料貸出キット（以下「貸出キット」という。）及び教育用物品（以下、「物品」という。）(以下「物品等」と総称する。）の貸出の手続に関し、必要な事項を定めるものとする。
　（要件）
第２条　館長は、学校から講師派遣及び物品等の貸出の依頼がある場合において、当該依頼が次の各号のいずれにも該当するときは、講師派遣及び物品等の貸出を行うことができる。ただし、館長が必要と認める場合は、この限りではない。
　一　学校の教育活動の一環であること。
　二　学校の所在地又は活動の場所が原則として県内にあること。

　（講師派遣）
第３条　講師派遣については、次の各号に定めるとおりとする。
　一　派遣する人数は、１回の派遣につき原則２人以内とすること。
　二　同一の学校への講師の派遣は、同一年度内において原則１回までとすること。

　三　館の他の業務に支障がないこと。
２　講師派遣の申込みは、利用希望日の１か月前までに、学校教育支援申込書（様式第１号）を館長に提出しなければならない。ただし、１０月から１２月の間に講師派遣を希望する場合は、２か月前に同申込書を館長に提出しなければならない。
３　講師派遣の内諾を受けた学校は、利用日の２週間前までに、学校教育支援申請書（様式第２号）を館長に提出しなければならない。
　（物品等の貸出）
第４条　物品等の貸出しについては、次の各号に定めるとおりとする。
　一　物品等の借用期間は、原則として２週間以内とすること。ただし、館長が認める場合は、この限りではない。
　二　物品等の借用と返却の運搬については、自動車で行い、当該学校の職員が来館し、直接行わなければならない。ただし、館長が認める場合は、宅配便を利用して輸送することができる。
　三　物品等の借用の使用料は無料とすること。ただし、物品の輸送等にかかる費用は、利用者の負担とすること。
　四　物品等は転貸、担保に供してはならない。
　五　物品等は目的のため以外に利用してはならない。

　六　消耗品以外の物を亡失、又は損傷した場合は、直ちに博物館に報告し指示に従わなければならない。

　七　借用した資料から許可なく複製をしてはならない。
２　物品等の貸出しの申込みは、借用希望日の１か月前までに貸出キット及び物品借用申込書（様式第３号）を館長に提出しなければならない。
３　貸出キットの貸出しに関する申請については、借用日の２週間前までに、貸出キット借用許可申請書(様式第４号）を、物品の貸出しに関する申請については物品貸借用許可申請書（様式第５号）を館長に提出しなければならない。

　
　　　附　則
　この要項は、令和５年３月１日から施行する。
　　
